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収穫した餅米をはかりで量って準備中。繰り返しやる中で、目盛りの見方や、お米の量の加減など、こつをつかんでいまし

た。後ろの友達が「もう少し入れて」「ぴったりになったよ」と協力し合いながらやる姿も見られました。 

量ったお米を入れる物も自分た

ちで考えて入れていました。「ペ

ットボトルは蓋があってこぼれな

いけど、入れにくいね」牛乳パック

は入れやすいけど蓋がない」試し

ながら感じた事や気付きを子ども

同士伝え合い準備していました。 

園長先生にお金をもらい、興

味津々の子どもたち。「１００

円が１０個あるから千円って

言うんだよ」数えたり、知って

いる子が教えてあげたりして

いました。 

小木曽さんに収穫した野菜を使ってお菓子を作ってもらいたい事をお願いすると、一つ 300 円で買える事がわかりまし

た。お金はどうするか子どもたちとたくさん話し合い、自分たちで頑張って育てたお米を教育委員会や村長さんに買って

もらえるようにお願いしました。体験を通して、いろいろな事に興味を持って取り組んでいます。成功体験も失敗体験もし

ながらいろいろな事を感じ、気付き学んでいるさくらさんです。 

「もう少し入れて」 

「ちょとずつ入れればいいかも」 

「さつまいもとかぼちゃで

お菓子作れますか？」 

「教育委員会で餅米を

売ってもいいですか？」 

「ここにお米を入れるんだよね」 


